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去
る
、
８
月
１８
口
～
８
月
１９
日
、

対
馬
青
年
の
家
に
お
い
て
中
学
生

ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ
事
業
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
福
祉
体
験
を
通

し
て
福
祉
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
対
す
る
き

つ
か
け
づ
く
り
と
思
い
や
り

「支

え
あ
う
心
」
の
大
切
さ
を
育
む
こ

と
で
、
児
童

・
生
徒
の
心
豊
か
な

成
長
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

市
内
の
中
学

一
年
生
及
び
先
生
を

対
象
に
３３
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

内
容
は
、　
一
泊

二
日
の
日
程
で

行
わ
れ
、

一
日
目
は
車
椅
子
体
験

・
ア
イ
マ
ス
ク
体
験

】
シ
エ
ア
体

験
学
習
を
行
い
、
二
日
目
は
、
午

前
中
保
育
所

ヽ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
体
験
を
行
い
、

午
後
か
ら
は
知
的
障
害
者
通
所
更

生
施
設

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

〓
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
者
と
の

交
流
を
図
り
ま
し
た
。

最
初
は
、
様
々
な
福
祉
体
験
学

習
に
戸
惑

っ
て
い
た
生
徒
達
も
、

慣
れ
て
く
る
と
積
極
性
も
で
て
、

閉
会
時
に
は
来
年
も
参
加
し
た
い

な
ど
と
い
う
声
も
あ
り
、
こ
の
ワ

ー
ク
キ
ヤ
ン
プ
事
業
を
通
し
て
福

祉
と
い
う
も
の
を
身
近
に
感
じ
取

つ
て
い
た
よ
う
で
す
。

▼アイマスク体験

▲さあ―着いたぞ |

▲役暑J分担の様子ふ議義の様子

▲シエア体験

a

▲車イス体験
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▲施設体譲の様子(保育所)

▲議義の様子

▲対馬学園生との交流

▲レクリェーションの様子

▲施設体験の様子(デイサービス)▲施設体験の様子(保育所)

▲施設体験の様子(デイサービス)
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８
月
２３
日

，
２７
日
～
２８
日
に
か

け
て
対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
美

津
島
支
所

，
豊
玉
支
所

・
上
県
支

所
が
２４
時
間
チ
ヤ
リ
テ
イ
ー
募
金

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

美
津
島
支
所
で
は
、
８
月
２７
日

～
２８
日
の
二
日
間
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
パ
ル
２‐
及
び
ス
ー
パ
ー

サ
イ
キ
美
津
島
店
に
お
き
ま
し
て
、

浅
海
中
学
校
４
名

，
難
知
中
学
校

４
名

・
瀬
原
育
成
会
１５
名
で
行
い
、

１
１
５
、
２
５
３
円
の
募
金
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
豊
玉

支
所
で
は
、
８
月
２３
日
豊
玉
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
豊

玉
高
校
生
徒
２６
名
及
び

一
般
２
名

で
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
い
、
７

５
、
５
５
５
円
の
募
金
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
上
県
支
所

＞
美
津
島
会
場

で
は
、
８
月
２８
日
ス
ー
パ
ー
バ
リ

ュ
ー
タ
ケ
ス
エ
大
浦
店
に
お
き
ま

し
て
、
佐
須
奈
中
学
校
２７
名
及
び

先
生
１
名
で
行
い
１
２
５
、
６
６

４
円
の
募
金
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

集
ま
り
ま
し
た
募
金
は
、
す
べ

て
２４
時
間
チ
ヤ
リ
テ
イ
ー
募
金
事

務
局

へ
送
金
し
、
入
浴
車

，
電
動

車
椅
子
の
購
入
や
国
際
援
助
等
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
多
額
の
募
金
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
活
動

の
場
を
提
供
く
だ
さ
い
ま
し
た
業

者
の
皆
様
、
及
び
募
金
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
温
か
い

気
持
ち
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。レ

上
県
会
場

７
月
２２
日
、
対
馬

・
壱
岐
両
島

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
が
競
技

力
の
向
上
と
健
康
の
保
持
を
図
り

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
、
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第

２２
回
対
馬

・
壱
岐
親
善
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
豊
玉
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
４８
チ
‐
ム

（対
馬
か

リヽ
　
チ
ー
ム
、
壱
岐
か
ら
‐２
チ
‐

ム
）
が
参
加
し
、
灼
熱
の
太
陽
が

コ
ー
ト
に
降
り
注
ぐ
中
、
ど
の
チ

ー
ム
も
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
ろ

う
と
、
終
日
手
に
汗
握
る
好
ゲ
ー

ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

尚
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈結
果
〉

９
月
１５
日
、
対
馬
市
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
を
会
場
に

『平
成
１７
年
度

美
津
島
町
高
齢
者
フ
ェ
ス
テ
イ
バ

ル
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
対
馬
市
か
ら
委

託
を
受
け
、
対
馬
市
老
連
美
津
島

支
部
が
主
管
と
な
り
、
美
津
島
町

内
在
住
６。
才
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
開
催
日
前
日
の
会
場
設

営
等
の
準
備
、
及
び
当
日
も
司
会

】
出
演

・
後
片
付
け
に
至
る
運
営

全
般
を
高
齢
者
自
ら
が
行
う
真
の

手
作
り
演
芸
会
で
す
。

当
日
は
、
約
４
５
０
名
の
高
齢

者
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
、
思
考

を
凝
ら
し
た
歌
や
踊
り
に
大
き
な

歓
声
と
拍
手
、
そ
し
て
花
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

▲開会式の様子
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2円 のうちの f日をゲンカイツツシの腿え付けに参側してみませたが。

曖

目 卸
2月 はゲンカイツツジの値え込みに最適の時期だ。この時期、彼女らはまだ、眠りの中、

新天地へ植え替えられたことさえ気づかない。植え傷みが全くないのだ。だから春の訪れと

ともにぐんぐん成長する。過酷な夏の乾燥をものともしない。だから2月 は大忙しである。

植えに、植える。というのも、この月に5千本の苗を植えなければならないからだ。私たち

は、毎年5千本の苗を植える。10年続けて値える。そして5万本の国内最大規模の 「ゲン

カイツツジの森」をつくる。場所は浅茅湾にある市の公園、浅茅ベイパークである。

さあ、あなた、2月のうちの1日をゲンカイツツジの植え付けに力Bわつてみないか。

対馬を代表する花は何か、といえば、ためらうことな<ゲンカイツツジをあげる。なぜな

ら、この花ほど季節感を強烈に印象づける花はないと思うからだ。3月半ば過ぎから、全島

しヽたるところで、気品ある優美な花が見られる。めぐってきた香の喜びを一心に告げるのだ。

ここには変わることのない島の春の原風景がある。

さらにゲンカイツツジの特色として、その早咲性と分布域の広さがある。日本の野生ツツ

ジの中で、最も早く開花する。葉の芽吹くのが待ちされず、ぼんぼり状に花だけをつけるの

だ。また、その伸間は、ぐるつと日本海を取りまくように野生している。はるかシベリアを

起源に二筋に分かれる。南へは、中国東北部、朝鮮半島を経て済州島、対馬、北部九州から

西日本まで続く。北へは、カラフトから北海道まで自生している。まさに、北東アジアを代

表する花なのである。この広がりの理由は何か。私たちの祖先は、照葉樹の森を、落葉樹の

森へと変えながら、生活の場を広|ザてきた。その同伴者がゲンカイツツジではなかつたか。

かつては、浅茅湾沿いや雑木林のありこちに見事な群生がみられたという。しかし、それも

今はない。確実に減ってきてしヽるのだ。

ならば、タネをまき、苗を育て、植えればよい。

「ゲンカイツツジの森」づくりは、私たちのゲンカイツツジヘの憂着と美津島町役場の理

解ある対応によって動き出した。その手|‖頁は、まず行政の植える場所づくりから始まる。私

たちはタネをまき、苗を育て、その首を植え込む。手入れは両者で協力してやるというもの

だ。今年で3年目を迎え、すでにア千本を植えた。次の2月の植え込みで1万本を越えるだ

ろう。少しずつ、確実に 「ゲンカイツツジの森」の姿が見え始めた。私たちの者える 「ゲン

カイツツジの森」とは、歩いても歩いてもゲンカイツツジのとざれることのない、そういう
一大群生の森である。 1日 かけて、ゆつくりとこの花を楽しむことのできる森なのだ。10

年で基礎をつくる。そして50年、100年と、たゆまず手を入れていく。そこは、B寺代を超

えて、多くの人の憩いの場、楽しみの場となるだろう。

私たちは、 「島の自然に深く学び、大いなる遊び|いをもつて、1粒のタネをまくことから

はじめる。」ものだ。10年、100年の夢をつむぐものだ。

私たちは物語をつくる。こころざし高きあなたよ、さあ、2月のうちの 1日を、くわをふ

るい、額に汗し、この大いなる遊びの列にDElわらなしヽか。

一　
‐

TEL 0920o58-1155(事 務局 僑 不)

0
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交通事故 ・不動産 ・保証人 ・離婚 ・お金の貸し借り ,サラ金 ・相続

(土地 ・貝オ産)・ 悪徳商法 ・侮」産など、法律に関することでお困りの

方いらつしゃいませんか?

どこに頼んだらよいのか分からなしヽその悩み、法律の専門家 ヨ弁護

士に相談してみませんか?

10月 19日 (水)

10月26日 (水)

11月 2日 (水)

11月 9日 (水)

11月 16日 (水)

11月 17日 (水)

11月 24目 (水)

11円30日 (水)

12月 7日 (水)

12月 14日 (水)

12月21日 (水)

対馬市総含福祉保健センター〈会議重〉 【対馬市社協 美 津島支所】

上県町地域福祉センター

(上県町佐須奈乙339番 地)

障町保健福祉センター

(雌町三根29番地)

豊玉町福祉センター

(豊玉町仁位94円5)

(美津島町鶏知るモ168番地 1)

厳原地区公民館く2階 第 1研 修室〉

(厳原町中村644番 地)

上対馬町地域福祉センター

(上対馬町比隠勝578播 地)

上県町地域福祉センタ…

(上県町佐須奈乙339番 地)

障師保健福祉センター

(峰町三根29番地)

豊玉町福祉センター

(豊玉町仁位94-5)

(美津島町難知乙1168番 地 1)

厳原地区公民館〈2階 第 1研 修室〉

(厳原町中村644番 地)

【対馬市社協 上 県支所】

電話:0920-84-2168

【対馬市社協 峰 支所】

電評肇0920…83-0294

【対馬市社協 豊 玉支所】

電話:0920-58-0364

電話:0920-54-2429

【対馬市社協 厳 原支所】

電話:0920-52-1169

【対馬市社協 上 対罵支所】

亀話:0920-86-3841

【対馬市社協 上 県支所】

電話:0920-84-2168

【対罵市社協 峰 支所】

電話:0920-83-0294

【対罵市社協 豊 玉支所I

電話:0920-58-0364

電害舌:0920-54-2429

【対馬市社協 厳 原支所】

電話:0920口52-1169

対馬市総合福祉保健センター〈会議室〉 【対罵市社協 美 津島支所】

*時 間はいずれも午後 1時～午後4時 までです。(1件につき30分程度)
*相談を希望される方は必ず事前に予約をお願いします。
*市内にお住まいの方であれば、どの会場でも相談することができます。
*プ ライバシー `相談内容等、秘密は堅く守られますので安心してご相談ください。
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社
会
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、

多
く
の
お
々
か
ら
ぬ
温
ま
る
善

慧
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
、
ご
芳
名

（敬
称

略
）
を
掲
載
し
、
謹
ん
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
む
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄

付
金
は
、
各
種
福
祉
事
業
や
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
の
た
め
に
、

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
澄
ざ
い
ま

し
た
。

（平
成
１７
年
６
局
～
平
成
１７
年
８
月
末
分
）

▼
平

▼
乙

申員
）

（千
尋
藻
）
　

　

▼
神

範
　
也
）

（唐
洲
）
　

　

　

▼
西

ト
モ
こ

（貝
鮒
）
　

　

　

▼
手

一　

成
）

（曽
）
　

　

　

▼
本

若
　
代
）

▼
早

▼
倉

▼
原

▼
悔

▼
山石

ぞ崎ぞ野ぞ田ご田ぞ田

崎
ヨ
野
弘
田
恵
田
~日 守

ご野ぞ山c tt c手

吉フ内徳】L香鼻
英

野
工
山
善
森
子
手
樹

▼
井

▼
北

▼
内

▼▼
士
ロ

▼
佐
々
木（亡

▼
浦
　
瀬（亡

▼
阿
比
留（亡

▼
西
　
田（亡

▼
石
　
川（亡

▼
中
　
島（亡

▼
古
　
藤（亡

▼
御
手
洗（亡

▼
村
　
瀬（亡

（久
田
道
）

ト
メ
子
）

（大
手
橋
）

順
　
人
）

（佐
須
瀬
）

サ
　
ヨ
）

（下
原
）

表官
　
　
弘
相
）

▼
一局

（亡

▼
重
　
回（亡

▼
稲
　
葉（亡

▼
小
　
出（亡

▼
阿
比
留（亡

▼
原
　
田（亡

▼
丘
（

▼
中

▼▼
士
ロ

▼
浜

▼
中

（千
尋
藻
）

政
　
一』ロ

合十
ヨ守
七凍
）

ト
シ
子
）

（仁
位
）

（佐
護
）

ンヽ
　
マ
）

（志
多
留
）

源
　
作
）

（佐
護
）

タ
ミ
ヨ
）

（犬
ヶ
浦
）

徳
　
江
）

（伊
奈
）

倭
　
雄
）

（越
高
）

ヤ
　
ス
）

（佐
護
）

儀
　
貞
）

（佐
須
奈
Ｙ

国
　
枝
）

▼
修
　
行（亡

〓
修

▼
後
　
藤
　
忠

（亡

・
後

▼
修
　
行
　
友

（亡

・
修

▼
石
　
川
　
洋

（亡

【
石

▼
岡
　
村
　
光

（亡

・
岡

▼
犬
　
束
　
和

（亡

・
犬

▼
中

村

親

族

一

（亡

・
中

▼
有
　
江
　
昌

▲
亡

・
有

▼
平
　
間
　
千

（亡

”
平

貞

（西
泊
）

行
　
安
　
四
）

行

（西
泊
）

一除
　
中
ｂ　
　
一
）

一

（古
里
）

行
　
孝
　
雄
）
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社協に対する質問 ・疑間等どんな事でも結構ですので、下記宛に

こ連絡くださしヽ。

尚、地域でこんな事がありましたよ、などの記事もお待ちしてお

本
年
も
１０
月
１
日
か
ら
‐２
月
３‐
日
ま
で

「共
同
募
金
運
動
」
が
、
全
国

一
斉
に

始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
度
の
共
同
募
金
運
動
に
は
、
市
民
の
曽
様
よ
り
、
多
額
の
寄
付
金
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
ｂ
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
寄
付
金
は
、
各

種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
民
間
社
会
福
祉
施
設
の
整
備
、
社
会
福
祉
団
体
の
活
動

資
金
な
ど
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
様
々
な
方
法
で
共
同
募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
充
実
し
た
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
今
年
も
な
お

一
層
の

こ
理
解
と
こ
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宣
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鞭

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
同
窓
会
を
し
ま
し
た
。

何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
か
、
同
窓
会
と
言
っ
て
も
１０
人

程
度
の
少
人
数
の
集
ま
り
で
し
た
。
首
段
頻
繁
に
会

っ
て
い
る
人
、
何
年
か
振
り
に
会
つ
た
人
、
お
父
さ

ん
に
な
っ
て
い
る
人
、
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
人
、

来
年
か
ら
子
ど
も
が
小
学
校
に
入
学
す
る
人
、
い
ま

だ
に
結
婚
を
し
て
な
い
人
、
離
婚
し
ち
ゃ
っ
た
人
、

無
職
無
収
入
の
人
、
セ
ー
ル
ス

（自
社
製
品
）
に
励

む
人
、
老
け
た
人
、
き
れ
い
に
な
っ
た
人
、
様
々
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
同
級
生
。
同
級
生
は
何

年
経

っ
て
も
同
級
生
。

懐
か
し
い
首
話
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。
小
学
校
の
思

い
出
、
中
学
校
の
思
い
出
、
高
校
の
思
い
出
、
楽
し

い
思
い
出
も
嫌
な
思
い
出
も
今
で
は
、
全
部
懐
か
し

い
思
い
出
で
す
。

次
回
は
、
大
々
的
に
恩
師
を
交
え
て
同
窓
会
を
開

く
計
画
が
話
題
に
あ
が
つ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
な

る
こ
と
や
ら

・
・
・

ｏ

ります。

馬市社会福祉協議会 総 務 ・企画班
対馬市豊玉町仁位94-5
電 話  0920-58-1432
FAX 0920-58-1183

メーメレ tsushima―syakyo@oregano.ocn.ne.,p

5つのまちがいを見つけようr

″

0■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。


